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著 者 は 婁 に本 誌 第 一 卷 第 二 輯 に於 て,銀 一 ヂ エ ラ チ ン系 の膠 質 に つ

.いてrワ ィグ ル ト効 果1の研 究 を 報告 しナニ,其 の 際 の實 驗 に於 て可 視 光

線 のfYIAに よつて 媒 體 ヂ エ ラ チ ン内で 鞘 酸 銀が 還 元 され て コ ロ イ ド

歌 銀 か 出來 る こ とは興 味の あ る こ とで あ ろ.翫 教 室 で陳 學 士 が それ

につ いて 研 究 を行 つ て ゐ る.陳 學 士研'JLの 結 果,二 の 反 應 に際 し鹽 素

イ オ ンが 著 しい觸 媒 作 用 を なす こ とを 見itsし 九.市 販 の ヂ エ ラ チ ン

は鹽 化物 を 多 少 含 ん で ゐ ゐか ら・是 を電 氣 傅 導 度測 定 用 の水{CooJucti-

vitywater)で 反覆 洗 滌 す れ ば.この ヂエ ラ チ ン内 の 不 純 物3.C取 り除 く

こ とが 出 來,この ヂ エ ラ チ ンーゾル に硝 酸 銀 溶 液 を 加 へ て も最 早や 鹽 化

銀粒 の チ ング ル 効 果(rアndalleHectfを 認 め られ な い程 皮 に至 る。 か く

.して 純梓 に した ヂ エ ラチ ンか ら作 つ た 硲 酸 銀一ヂ エ ラ チ ン ゾルは 單 に

蒸 溜 水 の み で 洗 滌 し弘 ヂ エ ラ チ ンか ら作 つ ず=もの よ り著 し くそ の趣

を異 に す る。 前 者 の 揚 合 に於 て コ ロ イ ド銀 の 生成 は 極 めL漫 で 日

光の 直射 の 下 に於 てc,そ れ が 和 常 色 付 いナニ{黄叉 は 遭 色}コ ロ イ ド液 と

な る まで に は 少 く と も數 日を要 す るの で あ る.,H,!;し その揚 合 に 水 道

の 水 を一 滴 それ に注 加 す れ ば 反應 は 忽 に して 進 み,液の 色 は コ ロ イ ド

銀 の 生rocに よ り黄 赤 色 とな る。 是 は 鹽 素 イオ ンの 腸媒 作用 に よ るの

で あっ て,この 掲 合・に は 寧 ろ;fi"i二 盛 化銀 が觸 媒 の 作 用 を な す と考 へ

られ る。 一面 この觸 媒 作 用 は 吾 々 の 知 る範 圍 の うち で鹽 素4オ ンの
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最 も鈴 敏な檢,NSJx應 で あ る。 臭 素 戎 深素 イ才 ン も亦 是 と同 様 な作 鼡

を なす けれ ど も鹽 素 イオ ンの 揚 合 の如 く鏡 敏 で は な い。 この 光化 學

反 應 に いつ て は 引 績 き研 究 中 で あ る か ら他 日公 表 の機 會 ガ あ る と恩

s.,

著 者 が前 に行 つ ナこ實驗体 誌 第 一 卷 第 二 輯)にtoひ ナニヂ エ ラ チ ンは 畢

に 蒸 溜 水で 反覆 洗 滌 した の みで 電 氣 簿 導 度 水 を 用 ひ なか っ た・叉 ヂ ェ

ラ チ ン膜 の 露 理 に 關 して は左 程 精 密 な汢 意 を 拂 は な.かっ た の で,獪蔑

分 の 鹽 化 物 の 根 跡 が殘 存 して ゐ,從て 瞹.化銀 は 光・誰 化銀 とな り,それ カ=

同n.1に 現 は れて 來 て ゐ るのP菟 れ な いの で あ る。 この 考 か ら純 梓 な.

銀一ヂエ ラチ ン系 の ワ イグ ル ト効 果 を 見 る爲 にTi./rは 更 に精 密 な研 究

を 必 要 とす るの で あ る.7fしhの 見ff;し た効 果 は ワ ィグ ル トか行

つ た光・短化銀 の 揚 合・よ り,その効 果 の時 聞 的 變 化 の 曲 線 を 見 て も明 ら

か な樣 に,遘に簡 單 な もの で あ る.

夏 に この「ワ イグ ル ト効 架1につ い て興 味 あ る こ とは,その 可 逆 性 を も.

つ こ とで著 者 は.第一 報(本誌 第 一 卷'第二 輯〕に述 べ たiiの 膜 に つ いて 是

を實驗L9二 。 そ の 結 果 著 者 は 銀 一 ヂ エ ラ チ ン膜 の 揚41にtu,そ の 効果

が 如 何 に規 則正 し く,而も如 何 に簡 單 な もの で あ る か を如 實 に見 た の

で あ る,

水 銀 燈 の 光を プ リズ ム に ょつ て 分け,その隷546μ μenXり 出 して ニ

コル プ リズ ムを 湎 しτ 傴 光 さ一t,:を 銀 一 ヂエ ラ チ ンの 膜 に投 射 して

fワaグ ル ト効 果ユを 奥 へ 九。

是 を 前 の 實 瞼の 楊 合 の 如 く赤・黄 〔5了ANN)及隷 〔546μμ)の 光 で 齪測 した.

投 射 に用 ふ る546μ μ の偏 光 は その 光 度 が 著 し く弱 い 鯒 實 駿 に非揃 に

多 くの 畦闘 を 費 しナニ。 約40哮11打 引 績 き この 偏 光 を 投 射 して効ACを 與

へ 後更 に そ の膜 に その 偏 光 の偏 光 而 を9α 回 韓 して投 射 した
。 効 果.
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は前 と反 對 の方 向 に進 む 諺 で あ る,從て グイ ク.ロaズ'aの 量 は漸次 減.

少 し約20時 間 の 後 に グaク ロ ィズ ムの効 果 は 全 くな くなつ て しまつ

払 換 言 す れ.ば,元の 光學 的 に非 結品 質 の歌 態 に 復歸 しτ し まつ 九 の で

あ る。 この グ イ ク コ イズ ムの 効 果 の 減 少 して 行 く割 合 は,それ か堆 加

して 行.く と.きの 割 合 よ り念 逑 で あ る、 更 に.その 方 向のP引 綾 き

投 射 すれ.ば始 の 揚 合 と.反對 の/tdd{.同 様 のkd .合に グ イ ク ロ イズLの

k6,7<esFtし て行 く。 か く して 五置に 投 射 に川 ふ る偏 光 のtra光 而 を 回轉

す る こ とに よつ て,いつ に て も任;ti;の時 に効 果 を逆 の方 向 に進 め る こ

とが 出來 る』 この 實験 の 結果 は次 に示 す 曲線 に よつ て 明 らか に され

Tゐ る。 憐 に 時 間 的 経 過 を とり縦 に45。 の1iYに'於 け る僵 光 面 回轉

角度 の 量 を と.つ.たの で,時〃 投射.1_JAふ る偏 光 の 偏 光面 をsoｰ.回 轉 し

t...
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